製油所で取り扱う可燃性物質、有害物質
1． 可燃性物質

石油精製で取り扱う原料や製品は火災の危険性があり、可燃性物質と呼ばれている。

可燃性物質の危険度を表す指標として爆発範囲と引火点、発火点等がある。
（1） 爆発範囲
可燃性ガス及び可燃性液体の蒸気が空気または酸素と混合した場合、あるガス組成範囲で着火源の存在によりガス爆発を起こす。

この組成範囲を爆発範囲と呼び、可燃性物質の濃度の低い方の限界を爆発下限界、高い方の限界を爆発上限界という。

石油類はいずれも爆発下限界が低く、空気中にわずかの石油蒸気が漏洩しても爆発範囲に入り、火災の危険性が高い。
（2） 引火点

空気中で液体を加熱するとその液表面から蒸気が発生する。

その蒸気に火源を近づけたときに蒸気に着火する最低の液温を引火点と呼ぶ。
（3） 発火点

火花や炎によらないで可燃性ガスが一定の温度になった場合や一定の加熱されたものに接触した際に発火する最低の温度を発火点と呼ぶ。
	可燃性物質
	引火点（℃）
	発火点（℃）
	爆発限界（Vol％）
	沸点（℃）

	
	
	
	下限
	上限
	

	水素　　　 H2
	－
	　５７２
	４.０
	７５
	－２５２.１

	硫化水素   H2S
	－
	　２９２
	４.３
	４５.５
	－６０.０

	アンモニア NH3
	－
	　６５１.２
	１６
	２７
	－３８.３

	一酸化炭素 CO
	－
	　６５１.２
	１２.５
	７４
	－１９２.２

	アセチレン C2H2
	－１７.８
	　３０５
	２.５
	８０
	－８３.９

	エチレン   C2H4
	－
	　４５０.１
	３.１
	３２
	－１０３.８

	プロピレン C3H6
	－
	　４９０
	２.４
	１０.３
	－４７.０

	メタン     CH4
	－
	　６３２
	５.３
	１４
	－１６１.５

	エタン     C2H6
	－
	　４７２
	３.０
	１２.５
	－８８.８

	プロパン   C3H8
	－
	　４９３
	２.２
	９.５
	－４２.８

	ブタン     C4H10
	－６０
	　４０８
	１.９
	８.５
	－０.５

	ペンタン   C5H12
	＜－４０
	　２９０
	１.５
	７.８
	３６.１

	ヘキサン   C6H14
	　－２６.１
	　２４８
	１.２
	７.５
	６９.３

	ヘプタン   C7H16
	　　－３.９
	　２３０
	１.０
	６.０
	９７.４

	オクタン   C8H18
	　　１５.６
	　２１８
	０.８４
	３.２
	１２４.９

	ベンゼン   C6H6
	　－１１.１
	　５８０
	１.４
	７.１
	８０.０

	トルエン   C７H8
	　　　４.４
	　５５２
	１.２９
	７.０
	１１１.１

	O-ｷｼﾚﾝ    C8H10
	　　１７.２
	　４９６
	１.０
	５.３
	１４３.６

	ｼｸﾛﾍｷｻﾝ    C6H12
	　－１７.２
	２６８
	１.３
	８.０
	８０.０


２．有害物質
石油精製で取り扱う有害物質に有毒ガスと酸やアルカリ等の腐食性物質がある。
（１）有毒ガス
硫化水素（H2S）、亜硫酸ガス（SO2）、一酸化炭素（CO）、アンモニア（NH3）の各ガスは強い毒性を持っている。また、単純性窒息ガスも濃度によっては危険性がある。
	有毒ガス
	症　　　状
	人体への影響
	予防対策と治療法

	
	
	許容濃度(ppm)
	生命危険(ppm)
	

	硫化水素　　H2S
	目、鼻、喉の粘膜を刺激
	10
	～1,500
	防毒ﾏｽｸ、人工呼吸

	亜硫酸ガス　SO2
	目、喉の粘膜を刺激
	5
	400～
	防毒ﾏｽｸ、酸素吸入

	一酸化炭素　CO
	内部窒息を起こす
	50
	～1,200
	防毒ﾏｽｸ、酸素吸入

	アンモニア　NH3
	目や上記道の粘膜を刺激
	50
	5,000～
	防毒ﾏｽｸ、酸素吸入

	単純性窒息ガス
CO2,N2,H2,CH4
	空気中に多量存在すると酸素欠乏症になる。
	33%
空気中
	75%以上
空気中
	ﾎｰｽﾏｽｸ、酸素吸入


（２）酸やアルカリなどの腐食物質
ア．強酸（硫酸H2SO4、塩酸HCl等）
強酸が人体の皮膚に触れると火傷と同じ症状を起こし、濃硫酸は局部の脱水症状を起こす。従って、強酸を扱う場合は、保護具、防災面を必ず着用する。
被災した場合は水で洗い流すが、濃硫酸の場合は水と混合すると高熱を発するので、布片で押し拭きした後に水で洗い流す。

イ．強アルカリ（水酸化ナトリウムNaOH、水酸化カリウムKOH等）

強アルカリが皮膚に触れると火傷と同じ症状を起こすので、扱う場合は、保護具、防災面を必ず着用する。

被災した場合は多量の水で洗浄し、1%の酢酸で中和する。
















































